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1. 序

　B E S T の空調システムシミュレーションでは、ゾー

ンや機器をモジュールとして扱っていて、ユーザはモ

ジュールを自由に接続して計算することができる。こ

の機能を利用すると、天井吹出天井リターン方式や床

吹出方式など、空調機からの空気が複数の空間を経由

するシステムの比較も可能である。本報では、ゾーン

と簡易空調機の 2 つのモジュールを使用し、事務所ビ

ルの中間階南室を対象に 3 つの空気ループタイプを想

定して比較検討を行った。

2 . 各種空調方式と空間・モジュール接続

　第１報及び２報では、天井裏と床下空間、居住域を

まとめて 1 つの空間として計算を行った。本報では、

3 つの空間それぞれを別々に扱い、南室で計 1 2 空間と

した。図 1 に示す、天井吹出天井リターン、天井吹出

居住域リターン、床吹出天井リターンの 3 方式の試算

を行い、空気ループ方式による空間別室内環境を比較

した。各方式モジュール接続を図 2 に示す。どの方式

も、ペリメータゾーンには F C U が併用されている。

3 . 空調方式による熱環境・熱負荷特性

3.1 各種空調方式による室内環境　図４，５に各方式

の夏・冬代表日の室内環境・負荷を示した。天井吹出

天井リターン方式では、空調時の天井裏室温と居住域

設定室温の差は夏季冬季とも 0 . 5 ～ 1 K となることが

多い。床吹出天井リターン方式では、上階の床吹出方
( b)天井吹出居住域ﾘﾀｰ ﾝ

図 2  各空調 システムモジュール接続概念図
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図1 各空調方式の空気ループ模式図

式の影響から、天井吹出天井リターン方式の天井裏室

温よりやや低い。床吹出方式の夏季の非空調時天井

裏・床下室温は、他方式より 1 . 5 K 程度低いことから

床下空調の蓄熱効果が確認できる。その分、床吹出空

調には床下と天井裏に負荷が生じている。また、冷房

立ち上がりの居住域室負荷は床吹出方式が他方式より

少ない。床吹出空調の南ゾーン床下には、空調機から

の吹出空気がインテリアゾーンを経由して到達するた

め、インテリアゾーンより床下温度が高い。　

3 . 2  積算負荷の特性　年間、夏季、冬季のゾーン別室

負荷（床下、天井裏、居住域の負荷の合計値）積算値

を図 6 に、年間装置負荷を図 7 に示す。冷房装置負荷

は天井リターン方式が 483[MJ/ 年]で、それに対して、

居住域リターン、床吹出方式はそれぞれ 2 % 、1 1 % 多

かった。

4 . 結　空調吹出・吸込方式の違いによる室内環境・負

荷への影響を明らかにするとともに、B E S T の有用性

を確認できた。
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　注) ( a )、( c )の F C U に関係する空気ループは、図示を省略
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図 5 冬期代表日(1/27)の各空調方式の室内環境
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(b)冬期(1 月 27 日)
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図 3 各代表日の気象
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図 7 空調装置負荷
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図 6 室負荷積算

14

16

18

20

22

24

26

温
度

[℃
]

床下

 南ｿﾞｰﾝ
 ｲﾝﾃﾘｱｿﾞｰﾝ

居住域

天井裏

0.006

0.008

0.01

0.012

絶
対

湿
度

[g
/g

]

天井裏

床下

居住域

-100

-50

0

50

100

室
顕

熱
負

荷
[W

/㎡
]

天井裏

居住域

床下

0 3 6 9 12 15 18 21 24
-100

0

100

室
潜

熱
負

荷
[W

/㎡
]

時刻

天井裏

床下 居住域

22

24

26

28

30

32

34

温
度

[℃
] 床下

 南ｿﾞｰﾝ
 ｲﾝﾃﾘｱｿﾞｰﾝ

居住域

天井裏

外気温

0.01

0.012

0.014

0.016

絶
対

湿
度

[g
/g

]

天井裏

床下

居住域

0

50

100

150

室
顕

熱
負

荷
[W

/㎡
]

天井裏
居住域

0 3 6 9 12 15 18 21 24

0

100

室
潜

熱
負

荷
[W

/㎡
]

時刻

天井裏床下

居住域

14

16

18

20

22

24

26

床下

 南ｿﾞｰﾝ
 ｲﾝﾃﾘｱｿﾞｰﾝ

居住域

天井裏

0.006

0.008

0.01

0.012

天井裏

床下 居住域

-100

-50

0

50

100
居住域

0 3 6 9 12 15 18 21 24
-100

0

100

時刻

居住域

22

24

26

28

30

32

34

床下

 南ｿﾞｰﾝ
 ｲﾝﾃﾘｱｿﾞｰﾝ

居住域

天井裏

外気温

0.01

0.012

0.014

0.016
天井裏

床下
居住域

0

50

100

150
居住域 床下 ,天井裏

0 3 6 9 12 15 18 21 24

0

100

時刻

居住域

14

16

18

20

22

24

26

床下

 南ｿﾞｰﾝ
 ｲﾝﾃﾘｱｿﾞｰﾝ

居住域

天井裏

0.006

0.008

0.01

0.012

天井裏

床下

居住域

-100

-50

0

50

100

天井裏

居住域 床下

0 3 6 9 12 15 18 21 24
-100

0

100

時刻

天井裏

床下 居住域

22

24

26

28

30

32

34

床下

 南ｿﾞｰﾝ
 ｲﾝﾃﾘｱｿﾞｰﾝ

居住域

天井裏

外気温

0.01

0.012

0.014

0.016

天井裏

床下

居住域

0

50

100

150

天井裏

居住域

床下

0 3 6 9 12 15 18 21 24

0

100

時刻

天井裏

床下

居住域

[ 図 4 、5 注記] 室負荷は空調に起因して各空間に流入した空気温湿度と風量をもとに計算

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

500

600

暖
房

負
荷

   
   

   
冷

房
負

荷
 

[MJ/㎡年]

床吹出 天井ﾘﾀｰﾝ  居住域ﾘﾀｰﾝ

西FCU
東FCU
南FCU

AHU

()は冷房時空調機寄与率

―1048―




